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明石市立江井島中学校 第３学年 

20２１年４月１５日ＮＯ，４ ～ 合言葉は「みんなでみんなを！」～  

 新学年・クラスがスタートして、１週間がたちました。そろそろ馴染んできたでしょうか？ 

初めはぎこちなくても、共に授業や係活動をしていくうちに理解し合えていくものです。少しずつ

ゆっくりとクラスにとけ込み、居心地のいい安心して活動できるクラスを創っていきましょう。 

こんなクラスを創りたい！

１組 ピカイチ！ ～太陽のように熱く輝け～ 

２組  笑顔あふれる３１５０（最高）のクラスを創る 

～ The best of the three ～ 

３組 飛躍～光り射す未来に向かって～ 

３年生になって （生徒作文より）

１組 

 僕は３年生になって、３年生はとても大事な時期で、自分の将来が決まると言ってもおかしくな

い時期です。また僕たちは「受験生」と言われる立場になり、２、３月には受験が待っています。

今のうちに勉強を頑張り、いい高校に入れたらいいなと思います。 

 ７月には、２年間やってきた部活が終わってしまいます。この２年で積み上げてきた努力や団結

力で総体も勝っていけるように頑張りたいです。最後に、９年間いっしょにがんばってきた仲間た

ちが自分の将来にむけてばらばらになってしまいます。９年間辛いときも楽しいときもいっしょに

いた仲間たちとの別れはとても悲しいけれど、自分の将来の一歩として、９年間の学校生活を笑顔

で終われるように頑張っていきたいです。 

ありがとうございました。 

いつまでもお元気で・・・ 
１３日に「離任式」が行われ、３月に江井島中を去られた先生方が、

みんなへの思いを語ってくださいました。多くの先生方が、江井島中

の先生や生徒たちとの出会いに感謝し、さらにいい学校にしてほしい

という思いを語っておられました。 

 中でも「４３回生のみんなと一緒に卒業までいたかった。悔しいです。」という山田先生の言葉には

すべての思いが込められているようで、胸がいっぱいになりました。「日本一の学校にしてください。

そのためには３年生が見本となって、頑張ってください。」のメッセージを忘れずに、３年生が先頭に

立って学校全体を盛り上げていきましょう。これからも大久保中から応援してくださっていますよ。 

 喜谷先生は、わずか３ヶ月でしたが中身の濃い時間でした。職員室で、いつもみんなのことを「い

い子たちや～。かわいいいわ～。」と褒めてくださっていました。私たちは、その言葉にいつも元気

をもらっていました。みんなへのメッセッジーを紹介します。  


